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青山セントグレース大聖堂
有栖川宮
記念公園

さくら坂公園

中華人民共和国
駐日本国大使館
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Land scape

●建築主：MD表参道特定目的会社
●設計者：Bohlin Cywinski Jackson 光井純アンドアソシエーツ建築設計事務所
●施工：株式会社 竹中工務店　●所在地：港区北青山三丁目5番（渋谷区神宮前四丁目2番10号）
●施設用途：物販、カスタマーサービス店舗　●敷地面積：868.01㎡　●高さ：10.487ｍ

●建築主：三菱地所レジデンス株式会社 セコムホームライフ株式会社 CapitaLand Azabu West 特定目的会社
●設計者：株式会社三菱地所設計　●施工：戸田建設株式会社
●所在地：港区西麻布四丁目5番2号
●施設用途：共同住宅、物販店舗
●敷地面積：2960.71㎡　●高さ：86.55m
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株式会社ノバック東京支店

SMBCコンシューマーファイナンス株式会社新橋お客様サービスプラザ
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海岸2・3丁目町会

レインボーガーデンクラブ

NECフィールディング株式会社
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審査員総評  みどりの街づくり賞によせて

港区景観アドバイザー 株式会社 佐藤尚巳建築研究所 代表取締役 佐藤 尚巳
　今年の審査は、事前選考段階で103の対象作品から5作品に絞られていた。力作が非常に少ないという事実は、緑化に消極的
な事業者が多いということなのか。観光客が増え国際化した東京。製品、技術、文化、食事は高い評価であるが、都市環境としては
アジアの主要都市と比較すると地盤沈下は否めない。環境の魅力向上は東京の価値向上であり同時に資産価値の向上でもあ
る。緑化による環境価値向上に積極的な事業者が増えて貰いたいものである。　
　今回も事前に全作品を現場審査をしていたので、各作品について委員から感想やコメントを出し合い、その後採点に入った。
結果は上位3作品とその他の作品の差が大きく、一度の投票で受賞作品が決まった。
　虎ノ門ヒルズは、周辺街路に対する多彩な緑の構成が街ゆく人々に安らぎを与え、斜路で道路から連続する屋上広場も深く豊
かな緑の環境が整備され憩いの場を提供していた。
　オアーゼ芝浦は、３棟の別々の建物を同時に建替えた計画で、道を挟んで店を配置し緑陰を提供することで、工場街を生き生
きとした街に作り替えた。
　品川シーズンテラスは、浄水場の屋上緑化と一体に計画されたので、広大な緑の広場を出現させた。屋上広場の周辺街路から
の孤立感が感じられ残念ではあった。

公益社団法人 観音崎自然博物館 理事 髙橋 雅雄
　港区のみどりの街づくりの観点からみると、武蔵野台地の自然植生中心の緑地から人為の加わった完成度の高い緑空間まで、
多様にして多量の緑が豊かである。しかしながら、これらの緑が後世にまで安泰でいられる保証がすべてにあるわけではない。
　都心地での高層ビル化の勢いは依然として留まるところを知らない。今まで見えていた大木の樹幹のおだやか曲線も見えなく
なっている。緑地の所有権の公私の別はあるにしても、将来に亘って密度の濃い緑の存続の保証を可能にする方策をつくり出す
ことはできないものか。大都市の過大・過密の弊害を学んだのは半世紀以上昔のことだが、後世の人たちに新鮮な空地と水と緑
を届けるのは現代のわれわれの責務ではないだろうか。

千葉大学名誉教授 赤坂 信
　今回、選定された3件は全く性格の異なる緑地である。敷地面積だけでいえば、それぞれ17，000㎡強、4，700㎡弱、50，000㎡弱
とさまざまだが、最初の物件は地下に環状第2号線本線を内包する超高層ビルのプロジェクトで生まれた緑地で、斜行するトン
ネル(環状2号線)を覆う人工地盤がそれである。そこには都心にこそ、公開された生物多様性に富む森の風景を導入すべきだと
いう主張が窺われる。次の物件はそれぞれ用途が異なる3棟のビル(中規模オフィス、小規模オフィス、賃貸集合住宅)が、2011年
の震災後に3棟同時に同一の建主によって開発された。地域密着の防災への取り組みと防災施設が平時には憩いの場を提供す
る手法は特筆すべきものだ。最後の物件は最大の敷地面積を活かした壮大な空間利用が特徴だろう。南に建築を寄せ、西側の
既存の芝中央公園と連担した大空間を「風の森」としているが、都心のクールアイランドとして真に機能すれば、地域に貢献する
こと大だろう。3件いずれも公共性に富み、みどりの街づくりに貢献すると判断した。

港区景観アドバイザー 日本大学短期大学部 准教授 有限会社 GAヤマザキ 代表取締役 山﨑 誠子
　港区の景観アドバイザーとして、月に1回、これから開発予定の物件や、景観重点地区に建設される建物を緑の視点で毎回8～
10件ぐらい診ています。アドバイザーで見る物件の数から推察すると、港区では様々な建物、外構、緑地が毎月建設されているこ
とがわかります。緑化義務があるものは、アドバイスをする物件の半分ぐらいで、それ以外は義務ではないので緑化する必要が
なく、緑化していないというものです。義務がないから緑地をとらない、緑化をしないというのは、なんとも味気ないもので、この
建物にもっと魅力を作ることができるのに、街に潤いを、人にやすらぎを与えるいい機会で、この計画者、施主はとてもいい人、会
社なんじゃないかと言われるチャンスをみすみす失っているのではないでしょうか。今回の受賞作や、過去の受賞作にはいろい
ろな緑化のヒントがあります。ぜひこれらを参考に緑が魅力的な建物、街づくりをしてください。

港区景観審議会副会長 （株）日本カラーデザイン研究所 景観事業部担当部長 杉山 朗子
「すぐれた景観は、気持ちよく使えて過ごせてこそ」
　東京の中心部のビル街の中で、自然と人工の融合やパブリックに使える緩やかな空間の形成が着々と進んでいるように感じまし
た。今回は特に東京の様々な動きを代表するような地点での好事例が挙げられたと思います。人工地盤の地域、時間を経て豊かに
茂った並木道、倉庫街、ビジネスの中心街などそれぞれですが、周辺との高さやサイズの調和、外壁や足元まで行き届いた色や素
材の工夫、新しい憩いを楽しめる空間の形成など、共通して、近隣の住民やワーカーなどに「気持ちよく使って、過ごしてもらえる」と
いう公共への心遣いを感じさせる計画だったのではないでしょうか。このような、“人と建物と植物等の自然”が、気持ちよく寄り添え
るように感じられる計画が規模の大小にかかわらず増えてくると、港区の「景観」が、もっと素敵なものとなることでしょう。

港区景観アドバイザー 藤野アトリエ一級建築士事務所 主宰  藤野 珠枝
「建物を育てる意識が優れた景観を生む」
　「港区らしい景観」とは多くの人は「高級」「高層」「大規模」と答えるのでしょうか。前々年度に竣工し完了報告された建物から選定
される景観街づくり賞の候補建物は時勢をよく表していると思います。東京オリンピックに向けた建設ラッシュと都心回帰の人口
増で勢いが増す大規模高層マンションへの建替えが進む現在の港区では、確かに上記の言葉が似合うのかもしれません。
　大規模開発になると動く金額も大きく、エクステリアをも立派につくることがやりやすくなるでしょうが、景観的に優れた建物と
は、けっして規模の大きさやお金のかけ方だけでつくられるものではなく、地域とのつながり、周辺への配慮、未来を見据えたデザ
インなど、関わる方々の「この地に建物を育てる意識」の高さで生まれると、今回初めて審査に関わらせていただき、感じました。

港区景観審議会会長 東京工業大学大学院 社会理工学研究科 教授 齋藤 潮
「景観向上への努力に敬意を表します」
　港区景観条例に基づく完了報告書が提出され、かつ今年度の前々年度に竣工した民間施設は84件でした。このうち、良好な景
観形成に功績ありとして景観アドバイザーが選出した６件が選定審査会に委ねられました。これには、３棟一体の事業からアドバ
イザーが２棟を個別選出して２件としたものが含まれていましたが、７月１日の現地視察などを経て３棟一体の景観創出として
扱うべきものとされ、審査対象は都合５件となりました。次いで、８月２日の選定審査会にて投票と意見交換を行なったところ、３
棟一体で優れた景観的効果を上げているとしてオアーゼ芝浦の評価が抜きん出て高く、景観街づくり賞授賞を決定。残る４件につ
いては、審査員によって評価が分かれるものの、一定の景観的貢献を認めたいとして景観街づくり賞奨励賞授賞を決定しました。
受賞者諸氏のご努力に敬意を表します。

港区景観審議会区民委員 岡元 隆治
「都市景観は、息を呑む眺望より、一息つける心地よさ」
　大自然の景観と都市の景観は違う。人は、都市に大自然の美しさを求めてはいない。求めているのは、安らぎや落ち着き。息を呑
む眺望より、一息つける心地よさだ。
　心地よい街の条件は、まず治安と清潔。後は、ホスピタリティだ。語感としては、もてなしよりは、親切だろうか。誰でも嫌な思いを
した街に、いい記憶はない。親切な街づくりをしているだろうか？と思いながら、今回の審査を行った。
　候補作はどれもレベルが高かったが、受賞は高度成長時代の面影が残る芝浦地区の施設となった。効率第一の時代から安らぎ
の時代へ、その変遷を象徴する街づくりだった。同様な試みが水辺地区へ広がっていく、そんな期待が、受賞の追い風になった。

港区景観アドバイザー 株式会社戸田芳樹風景計画 取締役 設計室長 大橋 尚美
「景観まちづくりの主役は人の笑顔です」
　今年の賞の候補は実に多様なものでした。どの作品もこの街だからこその建築、環境、景観づくりがなされています。今回は景観
づくりの中でも、特に賑わいとコミュニティに注目しました。景観に配慮した心地良い施設や魅力的なデザインの空間には多くの
人が集り、そこに賑わいとコミュニティが生まれます。でも物質的環境はあくまでも景観づくりの舞台背景で、そこでの人の活動こ
そが景観の主役です。新たな道沿いに生まれたお店でコーヒーを飲み、語らう人とその前を歩く人、見る、見られる関係があること
が街の魅力です。景観の主役が笑顔でいる風景が愛すべき街の景観なのだと思います。今年の候補作品も、人が笑顔で集える暖
かで人間味ある舞台背景になっていたと思います。

Green 審査員総評  景観街づくり賞によせてLand scape
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